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５．北部地区

緑の目標・方針

立田山、北部台地等の斜面林を背景に、八景水谷の豊かな湧水、静かに流れる

坪井川を中心とした、ゆとりのある緑豊かな街を創ります。

＜緑の配置方針＞

○（北区域）北部台地の緑と一体になった緑づくり

坪井川、井芹川沿いに連なる北部台地の斜面林を保全するとともに、開発が進む地区

では積極的な法面緑化を図る等、台地の緑が広がる街を創ります。

○（南区域）立田山とつながる緑づくり

身近な自然環境の保全・育成や緑の＊オープンスペースの確保に努めるとともに、民有

地の緑化を推進し、生活環境の中に自然がいきづく立田山から連なる緑の街を創ります。

地区の現況

本地区は熊本市の北東部に位置し、京町台地の縁辺の斜面地には比較的にまとまった樹林地が存在してい

ます。また、立田山にはヤエクチナシ自生地をはじめ、自然豊かな緑地があり、野鳥等、多くの身近な生物

の生息地となるとともに、市民の憩いの場所となっています。ただ、最近ではバイパスの一部開通によって

宅地化が進んでいます。


